










要約:父母の喫煙が子どもの身体的健康状況のみでなく、特に母親の喫煙本数と子どもの

問題行動との間に有意の相関がみられた。また妊婦の 23%が、喫煙問題についての指導を

受けていなかった。喫煙の子どもへの影響についての知識は低く、情報源はマスメディア

が最も多いことからもっと利用すべきであるが、学校教育、医療の場での教育をさらに強

化すべきであろう。今後妊婦を対象として可能な方法で禁止目的の介入研究を続けていく。


